
一般社団法人　兵庫県理学療法士会
理事会

開催日時 令和8年7月17日（金）　19時00分～20時40分
開催場所 web

出席者
間瀬、木澤、小山、岩田、山本、熊谷、樋笠、山口、正木、藤、有吉、井貫、中谷、水田、桑山、玉木
中村、岩井、小森、松本

欠席者 森沢、上野、西原
記録者 松本
議題1 会長報告
【内容】
会長行動録（主なもの）

奈良先生を偲ぶ会： 6月末に県内で開催され、全国から多くの参列者が集まり穏やかな会となった。
総会報告： 準備に携わった役員への労いとともに、議員の出席もあり無事に終了した旨が報告された。
行政との意見交換： 7月6日、公明党議員の仲介により兵庫県病院局、医務課、高齢福祉課と協議を実
施。急性期病院でのリハ職の役割や総合事業でのセラピスト活用（ケアマネへの同行訪問等）について要
望を伝えた。今後、8月にも第2回会議が予定されている。
全国政策担当者会議： 担当理事が兵庫県の取り組みをアピールし、会長から急性期病院の365日リハ推
進事例等について15分間の発表を行った。

国会議員との情報交換： 7月9日、斉藤協会長からの呼びかけで、兵庫選出の衆議院議員と面談。予防医
療の重要性や、モデル事業としての実績があれば国からの予算措置も検討可能であるとの示唆を得た。

議題2 審議事項：第38回兵庫県理学療法学術大会の開催について
項目 内容詳細

開催概要： 2027年9月4日（土）、兵庫医科大学神戸キャンパスにて開催予定。参加目標は対面800名、オ
ンデマンド含め計1200名。
収支予算案： 約882万円の予算編成。会場費を圧縮し、コンベンション委託や託児サービスを導入して健
全な運営を目指す。
審議結果： 「他府県からの参加者予測が控えめではないか」との指摘があったが、慎重な予算組みとして
理解され、承認された。

議題3 審議事項：新人発表会士会挨拶の生涯学習ポイント申請について
項目 内容詳細

内容： 各支部で開催される新人発表会における士会挨拶（動画＋理事による講話）について、生涯学習
ポイントの申請を可能とする提案。
審議結果： 全支部統一での申請を前提に、承認された。

議題4 審議事項：日本ホスピス在宅ケア研究会 全国フォーラム2026in姫路の後援・講師派遣依頼
項目 内容詳細

内容： 2026年8月22日、アクリエひめじにて開催予定のフォーラムへの協力依頼。支部長を通じて依頼が
あったもの。
審議結果： 依頼書の宛先を「兵庫県理学療法士会会長」に変更することを条件に、士会として後援・講師
派遣を行うことが承認された。

議題5 審議事項：研修会受講費の増額について
項目 内容詳細

内容： 2027年度以降に開催される研修会（主に県外受講者対象）の受講費増額を検討。現状の一律1000
円が内容に対して安価すぎることや、安定した事業収入確保の観点から提案された。
審議結果： コマ数に応じた設定や具体的な増額案を整理した上で、財務審議会にて継続審議することが
決定した。

議題6 協議事項：会員種別に学生会員を加える件について
項目 内容詳細

提案： 組織率低下への対策として、養成校の学生を対象とした「学生会員（会費無料）」の新設を提案。
アーカイブコンテンツの視聴や研修会への無料参加などのメリットを提供し、早期の入会意識向上を図る。
方針： 教育機関の理事からも歓迎の声が上がった一方、入会後の継続率維持が課題として挙げられた。
今後は担当理事を中心にワーキンググループを設置し、定款改訂も視野に入れて詳細を詰めることとなっ
た。

議題7 協議事項：拡大理事会進行について
項目 内容詳細

予定： 7月31日（金）に開催。
内容： 会長報告、協議・報告事項に加え、次年度の「兵庫県リハケア研究大会」の案内等を行う。全体会
議終了後、各局別会議を必要に応じて実施する。

議題8 報告事項（補足事項）
項目 内容詳細

登録理学療法士更新推進の取り組み：
兵庫県の保有率は58.6％（2,870名）。2026年度末に更新期限を迎える会員が約1200名に上るため、啓発
スライドの活用やSNSでの投稿、低ポイント層への個別周知を強化する。

次回の予定 日時：7月31日拡大理事会
日時・場所 場所：web
今後の予定


